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研究成果の概要（和文）：観光客の移動もしくは流動をマクロ・巨視的に捉えるために，まず，全国幹線旅客純
流動調査の流動量データから，流動量の行列を作成し，そのスペクトル解析を行った．スペクトル解析結果の第
二最小固有値と第二最小固有ベクトルに着目し，地域間のつながりなどについての考察を行った．これらを通し
て，流動量の行列を作成し，それをラプラシアン行列へ変換し，その行列のスペクトル解析を行うことによって
得られた第二最小固有値及び第二最小固有ベクトルを用いた地域間のつながり分析手法がある一定の妥当性があ
ることを確認した．さらに，移動量データ行列を分解することの可能性などについて検討を行った．

研究成果の概要（英文）：Using the flow data from the survey of National Pure Flow Investigation of 
Trunk Line Passengers, a matrix of flow volumes was created and spectral analysis was conducted in 
order to capture the macroscopic aspects of tourist movement. Focusing on the second smallest 
eigenvalue and the second smallest eigenvector of the spectral analysis results, we discussed the 
linkage among regions. Through these studies, we confirmed that there is a validity in the method of
 analyzing regional linkages using the second smallest eigenvalue and the second smallest 
eigenvector obtained by creating a matrix of flow data, converting it to a Laplacian matrix, and 
performing a spectral analysis of the matrix. Furthermore, the possibility of decomposing the matrix
 was discussed.

研究分野： 未来社会デザイン

キーワード： 観光流動　スペクトル解析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
移動という人間行動をマクロ的に捉えた観光流動をデータに基づいて解明しようとすることは極めて文理融合・
学際的で非常に意義深い．観光流動やつながりを全てデータで解明できるとは限らないが，データで説明できる
ことを明確にすることはそれらの質的分析を行う上でも非常に意義深い．社会的にも，観光は重要産業の一つで
あり，観光客がどこからどこへ移動するのかを把握することは重要であり，地域間の観光客の移動の関係性を明
らかにすることに資するものである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日から５類感染症へ移行し，ようやくコロナ禍か
ら平常へ社会が移行し，観光需要も戻りきつつあり，一つの重要な成長産業としての観光が注目
されている．観光の捉え方には様々なものがあるが，それを日常圏から移動し，非日常を楽しむ
ことと捉えると，移動が一つの重要な観点である．また，近年，日常・非日常の境界があいまい
となりつつあり，様々な移動が重要な「移動前提社会」を迎えている． 
 
研究代表者等は金沢大学融合研究域融合科学系に所属するとともに，金沢大学先端観光科学研
究センターを兼務し，これまで人々の移動行動や観光行動や交通ネットワークのつながりなど
を学際・文理融合的に研究を行ってきた．これまでに研究代表者や分担者が扱ってきた交通ネッ
トワークと同様に人々の移動を関係データとみなすことによって，観光などの人々の移動や流
動のデータをスペクトル解析や行列分解などの最新データサイエンスの知識や技術を適用可能
であるとの着想に至り，本研究を開始することとなった． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，地理空間的移動・流動データの粗視化によって地理空間間のつながりの再構成を行い，
観光客等の移動や地域間のつながりなどの解析を行う．まず，移動についてのデータからエリア
間の観光客移動量の行列を作成する．それを地理空間間のつながりを表す関係データとみなし，
粗視化・スパース化しながら，そのつながりを再構成し，それらをクラスター化したエリアを設
定する．次に，エリア単位でそれを再集計したラプラシアン行列のスペクトル解析を行い，移動
関係の強いもしくは弱いなどのエリア間のつながりの分析を行う．さらに，行列分解により，移
動関係行列を移動抵抗と移動先（旅行先）魅力度へと分解抽出する方法についても検討する． 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では，観光客の移動・流動をマクロ・巨視的に捉えるが，移動は出発地と目的地のペアで
あり，（地点や地域などの）集計単位数の約二乗の数の出発・目的地ペアがあるため，できる限
り集計単位を一括りにした「エリア」を設定する必要がある．そのため，本研究では，まず，エ
リアごとの地理空間の間の移動量のマトリクス（行列）を作成し，それをエリア間のつながりを
表す「関係データ」とみなし，移動関係データを粗視化・スパース化しながら，エリアの地理空
間のつながりを再構成する． 
 
次に，エリア間の観光客の移動・流動について，エリア単位で再集計した移動関係をラプラシア
ン行列へ変換し，そのラプラシアン行列のスペクトル解析を行う．これによって，移動関係の強
いエリアペアや逆に弱いエリアペアなどエリア間のつながり等の分析を行う． 
 
上記はエリア間の移動量の多少によってつながりを解析するものであるが，エリア間の移動コ
スト・距離（移動抵抗），エリア人口等も考慮する必要がある．距離が長くて移動コストが高い
エリア間の移動量が多い場合はそのエリアの魅力度・集客力が高い傾向があり，あるエリアと別
の多くのエリア間でつながりが強い場合はそのエリアの魅力度・集客力はさらに大きいと考え
られる．この見方に従い，人口等のエリア間の地理空間情報や移動コスト情報のベクトル・行列
を作成し，行列分解により，移動関係行列を移動抵抗と移動先（旅行先）魅力度へと分解抽出す
る方法についても検討する． 
 
 
４．研究成果 
 
観光客の移動もしくは流動をマクロ・巨視的に捉えるために，まず，全国幹線旅客純流動調査に
よる 207 生活圏間の休日の流動量データから，生活圏間の流動量のマトリクス（行列）を作成
し，それをラプラシアン行列へ変換し，その行列のスペクトル解析を行った．スペクトル解析結
果の第二最小固有値と第二最小固有ベクトルに着目し，これらによって，移動関係の強い生活圏
や逆に弱い生活圏など生活圏間のつながりなどについての考察を行った．さらに，この第二最小
固有値及び第二最小固有ベクトルを用いた生活圏間のつながり分析手法が妥当であるのか，ど
うか，また，第二最小固有値及び第二最小固有ベクトルを用いた手法の理論的な背景や意味の考
察を行った．これらを通して，流動量のマトリクス（行列）を作成し，それをラプラシアン行列



へ変換し，その行列のスペクトル解析を行うことによって得られた第二最小固有値及び第二最
小固有ベクトルを用いた地域間のつながり分析手法がある一定の妥当性があることを確認した． 
 
全国幹線旅客純流動調査などから地域のゾーン間の移動量データを得ることが可能であり，そ
れらの移動量データを行列形式でまとめ，その行列を分解することで，移動の要因を分析するこ
となどを目的とするモデル・手法の検討を行った．移動には時間やコスト（費用）がかかり，移
動コストに貨幣換算した時間を加えた一般化コスト（一般化費用）について，距離が長く，コス
トが大きいと，そのゾーン間の移動量は小さくなる傾向があり，コスト以外の条件が同じならば，
移動コスト（一般化コスト）が大きなゾーン間の移動量はコストが小さいゾーン間よりも少なく
なることを利用し，ランダム効用理論に基づいたロジットモデルによって，移動量データ行列を
分解することの可能性などについて検討を行った． 
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